
 
 
 
 
 
 
 
 
ＡＢＣ検診とは・・ 

ペプシノゲン検査とヘリコバクター・ピロリ抗体検査を組み合わせた血液検査で、胃がんの

危険度を診断しリスクのある人に効果的に精密検査（胃内視鏡検査）を受けていただくため

の検診です。※原則、生涯一度受けたらよいとされています。 

 
ペプシノゲン検査 

「ペプシノゲン」という物質の血中濃度を測定することで胃粘膜の老化（萎縮）の状態を調

べる検査です。 

 
ヘリコバクター・ピロリ抗体検査 

胃がＨ・ピロリ菌に感染していないかを調べる検査です。Ｈ・ピロリ菌は胃粘膜にダメージ

を与え、胃がんになるリスクが高くなると考えられています。 

 

ＡＢＣ分類 
ヘリコバクター・ピロリ抗体検査 

陰性（-） 陽性（+） 

ペプシノゲン検査 
陰性（-） Ａ群 Ｂ群 

陽性（+） D 群 C 群 

                                       E 群   

【判 定】 

Ａ群 健康的な胃粘膜で胃の病気になる危険性は低いと考えられます。 

Ｂ群 少し弱った胃です。胃潰瘍・十二指腸潰瘍などに注意し定期的に胃内視鏡検査を受け 

早期発見・早期治療に努めましょう。 

Ｃ群 胃がんなどの病気になりやすいタイプです。定期的に胃内視鏡検査を受け早期発見・ 

早期治療に努めましょう。 

D 群 胃がんリスクの最も高いグループです。胃内視鏡の検査を受けましょう。 

E 群 ABCD 分類判定対象外です。 

 

≪検査対象外の方≫ 

●明らかな上部消化管症状のある方 ●上部消化管疾患治療中の方    ●胃切除後の方 

●プロトンポンプ阻害剤服用中の方 ●Ｈ・ピロリ菌除菌治療を受けた方 ●腎不全の方 

   （胃酸を抑える薬・胃薬など） 

 

【検診費用】ＡＢＣ検診 4,334 円（税込み） 

      ※当日申し込み可能 

【結果通知】 

結果票送付にて報告させていただきます。 

高島市民病院 健診センター 

TEL:0740-36-8082 

血液検査で胃がんのリスクを調べてみませんか！？ 


